
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

担

当

課

（

室

）

○

種

畜

証

明

書

の

有

効

期

間

の

延

長

畜

産

課

目

次

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

生

活

安

全

企

画

課

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

実

施

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

〃

〃

【

労

働

委

員

会

】

の

辞

退

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

岡

山

県

労

働

委

員

会

あ

っ

せ

ん

員

候

補

者

労

働

委

員

会

の

更

新

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

更

新

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

辞

退

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

長

寿

社

会

課

○

地

方

卸

売

市

場

の

廃

止

の

許

可

農

産

課

○

地

方

卸

売

市

場

卸

売

業

務

の

廃

止

届

〃

○

岡

山

県

立

森

林

公

園

の

開

園

日

林

政

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

岡

山

県

公

報

平成２８年４月５日 第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

佐
古
薬
局
石
川
病
院
前
店

津
山
市
川
崎
五
五
〇

一

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－

Ｅ
薬
局
津
山
店

津
山
市
河
辺
一
一
五
五

四
九

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－

富
永
薬
局
早
島
店

都
窪
郡
早
島
町
早
島
一
四
七
三

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

オ
ー
ル
薬
局
鶴
形
店

倉
敷
市
鶴
形
一

三

九

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－
－

薬
局
ホ
タ
ル

総
社
市
総
社
二

一

三
〇

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－
－

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

城
山
薬
局

赤
磐
市
周
匝
一
三
五
二

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

そ
う
ご
う
薬
局
水
島
中
央
店

倉
敷
市
水
島
青
葉
町
二

四
〇

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－

す
ぎ
は
ら
薬
局
芳
井
店

井
原
市
芳
井
町
吉
井
二
五
〇

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

サ
カ
エ
薬
局
瀬
戸
内
店

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
八
四
八

二

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－

金
光
薬
局
倉
敷
昭
和
店

倉
敷
市
昭
和
二

四
六
〇

二
〇

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－
－

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

指
定
年
月
日

し
も
が
た
薬
局

真
庭
市
下
方
五
八
四

一

調
剤

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

更
新
年
月
日

サ
カ
エ
薬
局
瀬
戸
内
店

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
八
四
八

二

調
剤

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

－

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

辞
退
年
月
日

城
山
薬
局

赤
磐
市
周
匝
一
三
五
二

調
剤

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
フ
テ
ィ
ー
ス
マ
イ
ル
津
山

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
河
辺
一
〇
七
三

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
グ
ッ
ド
・
ケ
ア
・
グ
ル
ー
プ

２

所
在
地

大
阪
府
四
條
畷
市
中
野
四
九
八
番
地
一

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
二
二
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
勝
福

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
日
上
字
沖
ヶ
原
一
六
七
五

五

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



１

名
称

株
式
会
社
勝
北

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
安
井
六
七
三
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
二
一
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

大
原
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
古
町
一
八
五
〇

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
江
見
二
八
〇
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
七
〇
〇
八
六
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
入
浴
介
護

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
円

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
二
宮
二
二
〇
〇
番
地
八
二

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
ウ
ナ
デ
会

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
二
宮
二
一
三
七
番
地
一
〇

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
二
三
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

津
山
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
園

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
井
口
一
〇
〇
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
江
原
恵
明
会

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
津
山
口
三
〇
六
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
二
〇
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号

卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
六
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
地
方

卸
売
市
場
の
廃
止
を
許
可
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

市

場

の

名

称

市

場

の

所

在

地

開

設

者

廃

止

年

月

日

取
扱
品
目

の

部

類

新
見
総
合
地
方
卸

新
見
市
高
尾
二
〇
〇

ニ
コ
ー
産
業

青
果
部
及

平
成
二
十
八
年
三

売
市
場

〇
番
地

株
式
会
社

び
水
産
物

月
三
十
一
日

部

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
三
十
九
号

岡
山
県
卸
売
市
場
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
地

方
卸
売
市
場
に
お
け
る
卸
売
業
務
の
廃
止
届
を
次
の
と
お
り
受
理
し
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

卸

売

業

者

名

廃

止

年

月

日

卸
売
業
務
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

取
扱
品
目

市

場

の

名

称

の

部

類

ニ
コ
ー
産
業
株
式

新
見
総
合
地
方
卸
売
市
場

青
果
部
及

平
成
二
十
八
年
三
月

会
社

び
水
産
物

三
十
一
日

部

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
号

岡
山
県
立
森
林
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
六
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
岡
山
県
立
森
林
公
園
の
平
成
二
十
八
年
の
開
園
日
を
同
年
四
月
十
一
日
と
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

赤
磐
市
稲
蒔
字
高
星
九
三
五
の
三
、
字
小
石
谷
九
三
七
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

和
気
郡
和
気
町
保
曽
字
上
大
坂
一
五
一
八
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
並
び
に
赤
磐
市
役
所
及
び
和
気
町
役

「

場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
南
区
彦
崎
字
明
石
三
二
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
岡
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

一
七
九
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新

二
六
二
・
〇

美
作
市
平
福
字
市
口
一
二
番
六
地
先
か
ら

一
二
・
二
～

美
作
市
平
福
字
平
野
四
八
番
一
地
先
ま
で

一
六
・
八

旧

二
六
二
・
〇

美
作
市
平
福
字
市
口
一
二
番
六
地
先
か
ら

七
・
六
～

美
作
市
平
福
字
平
野
四
八
番
一
地
先
ま
で

一
〇
・
四

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
二
九
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

美
作
市
眞
加
部
字
茶
屋
ヶ
池
一
四
七
七
番
地
先

新

一
七
二
四
・
〇

か
ら

一
一
・
三
～

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



美
作
市
眞
加
部
字
地
蔵
ヶ
鼻
一
三
八
五
番
一
五

五
四
・
〇

地
先
ま
で

美
作
市
眞
加
部
字
茶
屋
ヶ
池
一
四
七
七
番
地
先

旧

一
七
二
四
・
〇

か
ら

八
・
六
～

美
作
市
眞
加
部
字
地
蔵
ヶ
鼻
一
三
八
五
番
一
五

四
四
・
〇

地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

大
佐
日
野
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新
見
市
大
佐
大
井
野
字
ア
ソ
ヲ
三
五
〇
八
番
二

新

一
二
〇
・
〇

七
地
先
か
ら

五
・
六
～

新
見
市
大
佐
大
井
野
字
ア
ソ
ヲ
三
五
〇
八
番
三

一
五
・
六

〇
地
先
ま
で

新
見
市
大
佐
大
井
野
字
ア
ソ
ヲ
三
五
〇
八
番
二

旧

一
二
〇
・
〇

七
地
先
か
ら

四
・
〇
～

新
見
市
大
佐
大
井
野
字
ア
ソ
ヲ
三
五
〇
八
番
三

一
三
・
五

〇
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

鏡
野
久
世
線

三

道
路
の
区
域

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

苫
田
郡
鏡
野
町
中
谷
字
高
下
畑
四
八
八
〇
番
一

新

四
六
〇
・
〇

地
先
か
ら

七
・
〇
～

苫
田
郡
鏡
野
町
中
谷
字
大
浅
五
一
一
三
番
一
地

二
三
・
〇

先
ま
で

苫
田
郡
鏡
野
町
中
谷
字
高
下
畑
四
八
八
〇
番
一

旧

四
六
〇
・
〇

地
先
か
ら

四
・
〇
～

苫
田
郡
鏡
野
町
中
谷
字
大
浅
五
一
一
三
番
一
地

一
六
・
〇

先
ま
で

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

一
般
国

一
七
九
号

美
作
市
平
福
字
市
口
一
二
番
六
地
先
か
ら

平
成
二
十
八

道

美
作
市
平
福
字
平
野
四
八
番
一
地
先
ま
で

年
四
月
五
日

四
二
九
号

美
作
市
眞
加
部
字
茶
屋
ヶ
池
一
四
七
七
番
地
先
か
ら

美
作
市
眞
加
部
字
地
蔵
ヶ
鼻
一
三
八
五
番
一
五
地
先

ま
で

県
道

大
佐
日
野
線

新
見
市
大
佐
大
井
野
字
ア
ソ
ヲ
三
五
〇
八
番
二
七
地

先
か
ら

新
見
市
大
佐
大
井
野
字
ア
ソ
ヲ
三
五
〇
八
番
三
〇
地

先
ま
で

大
野
部
備
中

新
見
市
哲
西
町
大
野
部
字
指
根
ケ
丸
一
五
七
〇
番
二

線

〇
地
先
か
ら

新
見
市
哲
西
町
大
野
部
字
指
根
ケ
丸
一
五
七
〇
番
二

六
地
先
を
経
て

新
見
市
哲
西
町
大
野
部
字
指
根
ケ
丸
一
五
七
〇
番
三

六
地
先
ま
で

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



鏡
野
久
世
線

苫
田
郡
鏡
野
町
中
谷
字
高
下
畑
四
八
八
〇
番
一
地
先

か
ら

苫
田
郡
鏡
野
町
中
谷
字
大
浅
五
一
一
三
番
一
地
先
ま

で

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



〔
一
三
二
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
桃
李
の
里

三

代
表
者
の
氏
名

市
村

浩
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
勝
部
一
七
〇
四

一
〇

－

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
市
民
に
対
し
て
、
介
護
保
険
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
広
く
公
共
の
福
祉
に
寄
与

す
る
活
動
及
び
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



〔

〕

（

）

、

一
三
三

家
畜
改
良
増
殖
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
現
在
交
付
し
て
い
る
種
畜
証
明
書
の
う
ち
そ
の
有
効
期
間
内
に
独
立
行
政
法
人

家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
が
平
成
二
十
八
年
度
定
期
種
畜
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
有
効
期
間
を
六
箇
月
以
内
に
限
り
延
長
す
る
旨
の
通
報
を
受
け
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四
十
四
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一
－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
五
月
十
六
日
（
月
）

午
前
十
時
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平
成
二
十
八
年
五
月
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
（
金
）

午
後
一
時

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
十
三
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平成２８年４月５日　岡山県公報　第１１７７５号



平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

２

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も

の
を
い
う

）
。

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
四
月
十
三
日
（
水
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
四
月
十
五
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時
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平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
七
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
六
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
十
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
十
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
十
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
十
三
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
十
六
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場
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真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
七
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
（
水
）

午
前
九
時

３

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
十
五
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九
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午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
九
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
五
月
六
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
五
月
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
（
金
）

午
後
一
時

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
十
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。
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五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
十
七
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
四
日
（
火
）

午
前
九
時

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
八
年
六
月
七
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
一
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
（
火
）
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午
前
九
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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岡
山
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

◎
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
し
た
岡
山
県

労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

岡
山
県
労
働
委
員
会

会

長

鷹

取

司

岡
山
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
名
簿

区
分

氏
名

職
業

又
は
前
職

委
嘱
の
日
付

（

）

鷹
取

司
弁
護
士

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

公
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

竹
内

真
理

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

教
授

益

山
田
加
寿
子

特
定
社
会
保
険
労
務
士

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

委

西
田

和
弘

岡
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

員
弁
護
士

労
妻
鹿
安
希
子

平
成

年
３
月

日
2
8

1
0

岡
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
准
教
授

働
労

宮
本
ひ
と
み

岡
山
県
教
職
員
組
合
副
執
行
委
員
長

平
成

年
月

日

（

）

2
6

1
1

2
6

委
働

木
下

幸
男

運
輸
労
連
特
別
執
行
委
員

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

員
者

上
西

庸
雄

連
合
岡
山
ア
ド
バ
イ
ザ

平
成

年
月

日

（

）

2
6

1
1

2
6

ー

会
委

近
藤
三
千
代

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
岡
山
県
支
部
支
部
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

委
員

阪
口

林
連
合
岡
山
副
事
務
局
長

平
成

年
３
月

日
2
8

1
0
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員
使

片
山

浩
子

中
国
精
油
株
式
会
社
顧
問

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

用
小

野
敏

行
岡
山
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

者
大
久
保
憲
作

倉
敷
木
材
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

委
宮

原
一

也
株
式
会
社
宮
原
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

員
梶

原
康

彦
梶
原
乳
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成

年
月

日
2
6

1
1

2
6

事
井

上
裕

敏
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

平
成

年
４
月
９
日

2
7

務局
岡

村
忠

彦
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

平
成

年
４
月
９
日

2
7

職員
千

原
康

則
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
括
参
事

平
成

年
４
月

日
2
5

1
1
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